
自然の法則と生命秩序　拙著まつおさらら『ひふみのしくみ』より

太陽系は太陽（陽）を中心に

惑星（陰）を従えて左回転に公転している。

地球も左回転に自転、公転している。

地球から見て太陽は東から登り、西へ沈む。

原子は原子核（陽）を中心に電子（陰）を従えて物質化する。

イザナキ（男）は左回り、イザナミ（女）は右回りで出会い、先にイザナキ（男）からイザ

ナミ（女）に声をかけたらうまく子ができた。その逆はうまく子ができずヒルコとなった。

陰陽は必ず一対で存在する。片方だけでは存

在できない。対極の関係にあり優劣はない。

陰陽の法則にあてはめると

太陽は男、月は女　天は男、地は女となり

太陽神＝天照大神は男であり、その子孫は男

系となる。

※天照大神は『日本書紀』で女神に書き換え

られた。（→女系）



長男は父方祖父と母親（長男嫁）の両方の分け御霊を受け継いで生まれてくる。

長男は両家をつなぐ分け御霊として誕生する。

父方祖父の分け御霊（長男）を生めるのは長男嫁だけ。

長男は継承者。二男、三男…は初代となり生まれた長男を中心にして分家を子々孫々する。

この原理によって、霊（神）は男系の継承になる。（父と長男は正反対。霊は隔世遺伝）


